
レスピマット（スピリーバ・スピオルト）

チェック項目（ピットフォール）

吸入前
□カートリッジを奥までしっかりと押し込めていない
□透明ケースをはめ戻していない

吸入時
□吸入前に薬剤残量カウンターを確認していない
□透明ケースをカチッと音がするまで

一気に１８０度回していない
□蓋を開けたまま回転させてしまっている
□吸入前にキャップをあける方向が間違い開けられない
□吸気口を手指や口唇でふさいでいる
□吸入前に息を吐いていない
□薬剤噴霧時に、呼吸同調ができていない
□薬剤噴射方向が不安定
□吸入時に吸入口を隙間なく覆っていない。
□薬剤をゆっくりと深く吸入できていない
□マウスピースに口を当てる前からすい始めている
□吸入直後の息止めをしていない

吸入後
□吸入後のうがいをしていない（口渇防止）

□いずれの問題点も発見できなかった

採用

採用

製品名
スピリーバレスピマット

分類
長時間作用性抗コリン薬
（LAMA）

製品名
スピオルトレスピマット

分類
長時間作用性抗コリン薬
（LAMA）

＋
長時間作用性β２刺激薬
（LABA）
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レスピマット（スピリーバ・スピオルト）



レスピマット（スピリーバ・スピオルト）
回転が困難な患者には、
メーカー資材の回転補助具を検討してください

キャップを開けてから透明ケースを開けた場合、ボタンを押し
ていると噴霧してしまいます

息吐きをしないと、吸入が上手にできません。
十分に息吐きが出来ているか確認します

吸入口をふさがない
吸入の同調を確認（噴霧は約1.5秒）勢いよく吸いすぎるとむせ
ます

肺内への薬剤の沈着率を高めるため、息止めが必要です。
ただし無理をさせないこと

キャップをする前に、吸入口を拭くように指導します

吸入ステロイドは口腔内カンジダや嗄声などの
副作用を防止するため吸入後すぐにうがいをします。

それ以外の吸入薬も統一化を図るため、
うがいを行うように説明します。

吸入口（ユニブロック）



レスピマット（スピリーバ・スピオルト）
確実に挿入しないと噴霧異常の原因になります。
長期処方の場合、処方時３本まで装着して渡しても大丈夫です

テスト噴霧はtotal４回必要（５回目から吸入可能）

目盛りはおおよその残りの噴霧回
数を示します。 透明ケースが回
転させることが出来なくなるとそ
れ以上は使用できません
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